
『
大
鏡
』
は
、
「
史
記
』
に
代
表
さ
れ
る
中
国
官
撰
史
書
に
な
ら
い
、
帝

紀
・
大
臣
列
伝
・
藤
氏
物
語
・
昔
物
語
の
四
部
か
ら
な
る
紀
伝
体
を
採
用
し

て
い
る
。
そ
の
中
心
と
な
る
の
は
も
ち
ろ
ん
大
臣
列
伝
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
、

藤
原
氏
北
家
か
ら
出
、
政
権
を
争
っ
た
二
十
人
の
大
臣
と
そ
の
子
孫
た
ち
の

人
間
像
を
描
き
出
す
逸
話
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、
道
長
で
頂
点
に
達
す
る

ま
め
や
か
に
世
次
が
申
さ
ん
と
思
ふ
こ
と
は
、
こ
と
ご
と
か
は
。
た
だ

い
ま
の
入
道
殿
下
の
御
あ
り
さ
ま
の
、
よ
に
す
ぐ
れ
て
お
は
し
ま
す
こ
と

を
、
道
俗
男
女
の
お
ま
へ
に
て
申
さ
ん
と
お
も
ふ
が
、
い
と
こ
と
お
ほ
く

な
り
て
、
あ
ま
た
の
帝
王
・
后
、
又
大
臣
・
公
卿
の
御
う
へ
を
つ
づ
く
べ

き
な
り
。
そ
の
な
か
に
さ
い
は
ひ
人
に
お
は
し
ま
す
こ
の
御
あ
り
さ
ま
申

さ
む
と
お
も
ふ
ほ
ど
に
、
世
の
中
の
こ
と
か
く
れ
な
く
あ
ら
は
る
べ
き
也
。

①
（
序
）

は
じ
め
に

『
大
鏡
」
の
構
成

Ｉ
列
伝
構
成
に
お
け
る
太
政
大
臣
中
心
主
義
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ

摂
関
時
代
史
が
描
か
れ
る
。
冒
頭
に
引
用
し
た
序
で
の
宣
言
に
よ
れ
ば
、

『
大
鏡
』
の
歴
史
が
た
り
に
お
け
る
究
極
の
目
的
は
、
道
長
の
栄
華
の
絶
対

性
を
説
き
明
か
す
こ
と
に
あ
り
、
道
長
伝
に
至
る
ま
で
の
十
九
の
列
伝
は
、

そ
の
階
梯
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
を
立
て

る
に
あ
た
っ
て
の
基
準
に
つ
い
て
、
作
者
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

文
徳
天
皇
の
す
ゑ
の
と
し
齊
衡
四
年
丁
丑
二
月
十
九
日
、
帝
の
御
舅
左

大
臣
従
一
位
藤
原
良
房
の
お
と
ど
太
政
大
臣
に
な
り
給
ふ
、
御
年
五
十
四
。

こ
の
お
と
ど
こ
そ
は
、
は
じ
め
て
摂
政
も
し
た
ま
へ
れ
。
や
が
て
こ
の
殿

よ
り
し
て
い
ま
の
閑
院
の
大
臣
ま
で
、
太
政
大
臣
十
一
人
つ
づ
き
給
へ
り
。

（
中
略
）
こ
の
十
一
人
の
太
政
大
臣
達
の
御
次
第
あ
り
さ
ま
始
終
申
し
侍

ら
ん
と
思
ふ
な
り
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
『
大
鏡
』
が
立
伝
の
際
中
心
に
据
え
よ
う
と
し
て
い
る

の
は
、
太
政
大
臣
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
実
際
に
は
そ
れ
以
外
の
人
物
の

伝
も
立
て
ら
れ
て
お
り
、
太
政
大
臣
中
心
と
い
う
の
は
形
式
上
の
も
の
に
す

ぎ
な
い
の
だ
が
、
形
式
的
な
も
の
に
せ
よ
、
そ
れ
を
明
言
し
て
い
る
点
に
は

高
橋
照
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注
目
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
な
ぜ
太
政
大
臣
な
の
か
。
確
か
に
、
太
政
大
臣
と

い
う
官
は
、
律
令
制
に
お
け
る
最
高
の
官
職
で
は
あ
る
が
、
道
長
の
父
・
兼

家
に
よ
る
摂
関
職
と
の
分
離
以
後
そ
の
実
質
を
失
い
ゞ
『
大
鏡
』
が
そ
の
主

な
対
象
と
し
て
い
る
時
代
、
そ
し
て
『
大
鏡
』
が
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る

時
期
に
は
、
摂
関
の
優
越
が
確
立
さ
れ
、
太
政
大
臣
は
名
誉
職
化
さ
れ
て
い

た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『
大
鏡
』
が
太
政
大
臣
と
い
う
地
位
に
こ
だ
わ
り

を
も
つ
の
は
な
ぜ
な
の
か
。

本
論
で
は
、
『
大
鏡
』
の
太
政
大
臣
中
心
主
義
に
つ
い
て
そ
の
背
景
を
明

ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
構
成
上
に
お
け
る
意
義
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き

た
い
。

｜
『
大
鏡
』
の
列
伝
構
成

「
大
鏡
』
の
大
臣
列
伝
は
次
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

九八七六五四三二一

左
大
臣
冬
嗣

太
政
大
臣
良
房
‐

右
大
臣
良
相

権
中
納
言
従
二
位
左
兵
衛
督
長
良

太
政
大
臣
基
経

左
大
臣
時
平

左
大
臣
仲
平

太
政
大
臣
忠
平

太
政
大
臣
実
頼

「
大
鏡
』
の
構
成

十
太
政
大
臣
頼
忠

十
一
左
大
臣
師
尹

十
二
右
大
臣
師
輔

十
三
太
政
大
臣
伊
尹

十
四
太
政
大
臣
兼
通

十
五
太
政
大
臣
為
光

十
六
太
政
大
臣
公
季

十
七
太
政
大
臣
兼
家

十
八
内
大
臣
道
隆

十
九
右
大
臣
道
兼

二
十
太
政
大
臣
道
長

こ
こ
に
名
の
あ
が
っ
て
い
る
の
は
、
先
に
引
用
し
た
箇
所
で
強
調
さ
れ
て

い
る
十
一
人
の
太
政
大
臣
に
加
え
て
、
左
大
臣
四
人
・
右
大
臣
三
人
・
内
大

臣
一
人
℃
更
に
権
中
納
言
一
人
の
計
二
十
人
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
『
大
鏡
』

が
そ
の
対
象
と
し
て
い
る
嘉
祥
三
年
（
八
五
○
）
か
ら
万
寿
二
年
二
○
二

五
）
ま
で
に
大
臣
に
任
官
し
た
全
て
の
人
物
を
網
羅
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
ま
た
、
こ
の
中
で
長
良
は
、
大
臣
の
地
位
に
就
く
こ
と
な
く
没
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
例
外
的
に
伝
を
立
て
ら
れ
て
い
る
。
立
伝
さ
れ
た
人
物
を

系
図
で
表
す
と
、
次
頁
の
よ
う
に
な
る
。

系
図
に
置
き
換
え
て
み
る
と
、
列
伝
は
、
摂
関
・
氏
長
者
の
地
位
を
相
承

し
て
い
く
こ
と
に
成
功
し
た
冬
嗣
か
ら
道
長
に
至
る
直
系
の
系
譜
を
軸
に
、

政
権
争
い
に
関
与
し
た
兄
弟
間
の
対
立
を
と
ら
え
る
こ
と
に
主
眼
を
置
い
て

構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
主
流
の
系
譜
か

一
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べ
き
存
在
な
の
で
あ
る
。

。
①
Ｉ
⑳
は
伝
の
順
序
を
示
す
。
『
大
鏡
』
の
列
伝
構
成
の
こ
の

。
⑩
②
③
…
・
・
・
は
兄
弟
の
順
序
。
よ
う
な
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
は

．
（
）
は
、
万
寿
二
年
ま
で
に
大
臣
と
な
り
な
が
ら
、
伝
の
立
や
く
松
本
治
久
氏
が
言
及
さ
れ
て

て
ら
れ
て
い
な
い
人
物
を
示
す
。
②いる
。
ま
た
氏
の
論
を
踏
ま
え
た

ら
外
れ
た
人
物
の
子
孫
に
、
改
め
て
伝
が
立
て
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
同
じ
上
で
、
福
長
進
氏
は
、
「
大
鏡
』
に
は
道
長
の
栄
華
を
起
点
に
し
て
時
代
の

く
大
臣
の
座
に
就
き
な
が
ら
、
顕
忠
・
実
資
・
顕
光
・
伊
周
等
の
伝
が
立
て
流
れ
と
は
逆
に
史
的
系
脈
を
辿
ろ
う
と
す
る
叙
述
姿
勢
が
み
ら
れ
る
こ
と
を

ら
れ
ず
、
そ
の
父
の
伝
の
な
か
に
取
り
込
ま
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
は
、
す
指
摘
、
長
良
の
伝
が
例
外
的
に
特
立
さ
れ
た
理
由
を
、
そ
の
点
に
見
出
さ
れ

③

で
に
そ
の
父
の
世
代
に
お
い
て
政
争
に
破
れ
、
摂
関
家
の
主
流
か
ら
外
れ
た
て
い
る
。

も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
唯
一
の
例
外
は
、
頼
忠
で
あ
列
伝
構
成
上
の
例
外
的
存
在
で
あ
る
長
良
伝
の
意
義
を
、
「
ま
ず
道
長
あ

＊
『
大
鏡
』
列
伝
関
係
系
図
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れ
は
九
条
家
内
部
の
抗
争
の
余
波

（
伊
周
）
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ

制
窪
川
」
．
、
雲
陰
…
実
嬢
趨
代
に
“

宮
政
策
に
失
敗
し
、
外
戚
の
座
を

師
輔
の
九
条
家
に
譲
っ
た
時
点
で

勝
敗
は
決
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

頼
忠
の
家
系
か
ら
は
そ
の
後
大
臣

を
出
す
こ
と
は
な
く
、
列
伝
構
成

の
原
則
か
ら
い
え
ば
、
義
弟
実
資

同
様
実
頼
伝
に
吸
収
さ
れ
て
然
る

る
。
頼
忠
自
身
は
、
円
融
天
皇
の

時
代
に
関
白
太
政
大
臣
と
な
り
、

’
一
へ



言
う
ま
で
も
な
く
、
太
政
大
臣
は
、
律
令
制
下
に
お
け
る
最
高
の
官
職
で

④

あ
る
が
、
時
代
の
推
移
に
し
た
が
っ
て
、
そ
の
性
質
に
も
変
遷
が
み
ら
れ
る
。

『
大
鏡
』
の
構
成

り
き
」
と
い
う
『
大
鏡
』
の
歴
史
認
定
の
あ
り
方
か
ら
評
価
さ
れ
た
福
長
氏

の
指
摘
は
重
要
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
こ
こ
か
ら
列
伝
構
成
に
お
け
る
太
政

大
臣
中
心
主
義
に
対
す
る
一
つ
の
解
答
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。
即
ち
道
長
を
起
点
に
し
、
冬
嗣
へ
と
さ
か
の
ぼ
る
摂
関
家
主
流
の
系
譜

を
確
定
し
て
い
く
に
際
し
て
、
長
良
の
存
在
を
無
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
し
か
し
、
長
良
の
極
官
は
権
中
納
言
に
す
ぎ
ず
、
他
に
比
し
て
突
出
し

た
観
を
与
え
る
。
そ
こ
で
長
良
が
陽
成
天
皇
の
外
祖
父
で
あ
り
、
死
後
太
政

大
臣
を
贈
ら
れ
た
点
を
強
調
し
、
生
前
で
は
な
く
死
後
の
官
に
よ
っ
て
他
の

大
臣
の
な
か
に
列
す
る
資
格
を
付
与
す
べ
く
、
外
枠
と
し
て
の
太
政
大
臣
中

心
主
義
を
強
調
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
後
述
す
る
が
、
大
臣
列
伝

の
直
前
で
、
太
政
大
臣
と
い
う
地
位
の
沿
革
や
そ
の
重
要
性
を
語
る
段
で
は
、

贈
太
政
大
臣
に
つ
い
て
も
詳
し
く
言
及
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
多
分
に
長
良

伝
の
特
立
を
意
識
し
て
い
る
た
め
と
い
え
よ
う
。

一
方
、
頼
忠
伝
の
存
在
は
、
長
良
伝
と
い
う
特
例
を
合
理
化
す
る
た
め
に

強
調
さ
れ
た
太
政
大
臣
主
義
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
し
て
説
明
で

き
る
。
本
来
父
実
頼
の
伝
に
吸
収
さ
れ
て
然
る
べ
き
頼
忠
は
、
太
政
大
臣
と

な
っ
た
が
故
に
、
一
つ
の
伝
を
立
て
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
長
良

と
い
う
例
外
を
設
け
る
た
め
に
、
兄
弟
よ
り
枝
葉
に
岐
れ
る
こ
と
は
な
い
と

い
う
原
則
を
破
っ
た
も
う
一
つ
の
例
外
が
引
き
起
こ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

二
「
大
鏡
」
の
太
政
大
臣
観

中
で
も
寛
和
二
年
（
九
八
六
）
、
そ
れ
ま
で
右
大
臣
で
あ
っ
た
藤
原
兼
家
が
、

一
条
天
皇
の
践
昨
に
と
も
な
っ
て
摂
政
に
就
任
し
た
こ
と
は
、
太
政
大
臣
の

地
位
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
そ
れ
ま
で
太
政
大
臣
は
、
師
範
訓
道
・

万
機
総
摂
の
両
面
を
兼
ね
具
え
た
太
政
官
の
首
班
と
し
て
摂
政
・
関
白
の
職

に
相
当
す
る
官
と
さ
れ
、
摂
関
以
外
が
太
政
大
臣
に
任
じ
ら
れ
る
事
は
な
か
っ

た
が
、
こ
の
時
前
任
の
関
白
頼
忠
が
な
お
太
政
大
臣
に
留
ま
っ
た
た
め
、
初

め
て
摂
関
と
太
政
大
臣
が
分
離
す
る
こ
と
に
な
り
、
さ
ら
に
兼
家
が
右
大
臣

を
辞
し
た
上
で
三
公
の
上
に
列
す
る
一
座
の
宣
旨
を
う
け
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

摂
関
の
優
越
が
確
立
さ
れ
た
。
そ
の
後
正
暦
二
年
（
九
九
一
）
、
右
大
臣
為

光
が
廟
堂
の
長
老
と
し
て
、
摂
関
の
座
に
な
い
も
の
と
し
て
初
め
て
太
政
大

臣
に
補
任
さ
れ
た
こ
と
は
、
太
政
大
臣
の
名
誉
職
化
に
い
っ
そ
う
の
拍
車
を

か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

『
大
鏡
』
が
舞
台
と
し
、
あ
る
い
は
主
た
る
語
り
の
対
象
と
し
て
い
る
の

は
、
こ
の
太
政
大
臣
の
名
誉
職
化
の
進
行
し
つ
つ
あ
っ
た
時
期
で
あ
る
。
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『
大
鏡
』
は
形
式
的
に
せ
よ
列
伝
構
成
の
規
範
を
太

政
大
臣
の
官
に
置
い
て
い
る
。
「
大
鏡
』
は
、
太
政
大
臣
と
い
う
官
を
ど
の

よ
う
な
も
の
と
し
て
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

太
政
大
臣
は
、
こ
の
み
か
ど
の
御
よ
に
、
た
は
や
す
く
を
か
せ
た
ま
は

ざ
り
け
り
。
或
は
み
か
ど
の
御
祖
父
、
或
は
御
舅
ぞ
な
り
た
ま
ひ
け
る
。

又
、
如
然
帝
王
の
御
祖
父
・
舅
な
ど
に
て
御
う
し
ろ
み
し
給
ふ
大
臣
・
納

言
、
か
ず
お
ほ
く
お
は
す
。
う
せ
給
ひ
て
の
ち
贈
太
政
大
臣
な
ど
に
な
り

た
ま
へ
る
た
ぐ
ひ
、
あ
ま
た
お
は
す
め
り
。
さ
や
う
の
た
ぐ
ひ
七
人
ば
か

り
や
お
は
す
ら
ん
。
わ
ざ
と
の
太
政
大
臣
は
、
な
り
が
た
く
、
す
ぐ
な
く

一
七



ぞ
お
は
す
る
ｃ

帝
紀
か
ら
大
臣
列
伝
に
橋
渡
し
を
す
る
大
臣
序
説
と
称

さ
れ
る
箇
所
で
、
太
政
大
臣
の
希
少
性
と
と
も
に
、
そ
の

地
位
が
主
と
し
て
天
皇
と
の
外
戚
関
係
に
由
来
す
る
点
が

強
調
さ
れ
る
。
『
大
鏡
』
は
藤
原
氏
の
政
権
獲
得
の
唯
一

最
高
の
要
因
を
、
外
戚
関
係
の
確
保
に
求
め
て
い
る
。
帝

紀
の
記
述
が
、
天
皇
そ
の
人
の
事
績
よ
り
も
、
天
皇
と
摂

関
家
と
を
結
ぶ
母
后
の
出
自
経
歴
に
重
き
を
置
い
て
い
る

の
は
、
そ
の
顕
著
な
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

列
伝
構
成
の
中
心
に
太
政
大
臣
を
置
こ
う
と
す
る
姿
勢
は
、

そ
の
太
政
大
臣
観
か
ら
す
れ
ば
当
然
の
帰
結
と
い
う
こ
と

⑤

が
で
き
る
。

太
政
大
臣
の
地
位
と
外
戚
の
地
位
に
関
す
る
こ
の
よ
う

な
認
識
は
、
必
ず
し
も
『
大
鏡
』
独
自
の
も
の
と
い
う
わ

け
で
は
な
く
、
本
来
外
戚
で
あ
る
こ
と
は
任
太
政
大
臣
の

際
の
重
要
要
件
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
人
臣
と
し
て
初
の
太

政
大
臣
と
な
っ
た
良
房
の
任
太
政
大
臣
の
宣
命
に
は
、
良

房
が
天
皇
の
「
外
舅
」
で
あ
る
事
が
う
た
わ
れ
、
兼
家
の

場
合
に
も
天
皇
の
外
祖
父
で
あ
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い

⑥

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
『
大
鏡
』
の
太
政
大
臣
観
は
、

む
し
ろ
太
政
大
臣
の
本
来
的
な
あ
り
方
に
回
帰
し
た
も
の

と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

引
き
続
き
贈
太
政
大
臣
に
ま
で
言
及
さ
れ
る
背
景
に
は
、

藤
原
不
比
等

藤
原
武
智
麻
呂

藤
原
房
前

藤
原
真
楯

紀
諸
人

藤
原
良
継

藤
原
種
継

藤
原
百
川

橘
渭
友

橘
奈
良
麿

藤
原
冬
嗣

藤
原
長
良

藤
原
総
継

仲
野
親
王

藤
原
高
藤

藤
原
時
平

菅
原
道
真

一
藤
原
道
兼

贈
太
政
大
臣

＊
贈
太
政
大
臣
一
覧

養
老
四
年
（
七
二
○
）

天
平
宝
字
四
年
（
七
六
○
）

同不
明

延
暦
四
年
（
七
八
五
）

大
同
元
年
（
八
○
六
）

大
同
四
年
（
八
○
九
）

弘
仁
十
四
年
（
八
二
三
）

承
和
六
年
（
八
三
九
）

承
和
十
四
年
（
八
四
七
）

嘉
祥
三
年
（
八
五
○
）

元
慶
三
年
（
八
七
九
）

仁
和
元
年
（
八
八
五
）

⑦

仁
和
三
年
（
八
八
七
）
？

昌
泰
二
年
（
八
九
九
）

延
喜
九
年
（
九
○
九
）

正
暦
四
年
（
九
九
三
）

長
徳
元
年
（
九
九
五
）

贈
官
の
年

・
万
寿
二
年
ま
で
に
太
政
大
臣
を
追
贈
さ
れ
た
人
物

桓
武
天
皇
外
曽
祖
父

平
城
天
皇
外
祖
父

淳
和
天
皇
外
祖
父

仁
明
天
皇
外
祖
父

仁
明
天
皇
外
曽
祖
父

文
徳
天
皇
外
祖
父

陽
成
天
皇
外
祖
父

光
孝
天
皇
外
祖
父

宇
多
天
皇
外
祖
父

醍
醐
天
皇
外
祖
父

贈
官
の
理
由

贈
官
の
理
由

~ニ
ノ1

日
本
紀
略

日
本
紀
略

百
錬
抄

日
本
紀
略

続
日
本
紀

同同
公
卿
補
任

続
日
本
紀

日
本
後
紀

公
卿
補
任

日
本
紀
略

続
日
本
後
紀

同
文
徳
実
録

三
代
実
録

同
史
料
史
料



前
節
で
も
触
れ
た
長
良
伝
の
特
立
の
問
題
が
あ
る
。
権
中
納
言
で
莞
じ
た
長

良
の
伝
が
立
て
ら
れ
る
違
和
感
を
、
こ
こ
で
贈
太
政
大
臣
に
触
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
緩
和
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
大
鏡
』
で
は
贈
太
政
大
臣
を
「
七
人
」
と
し
て
い
る
が
、
万
寿
二
年
ま

で
に
太
政
大
臣
を
追
贈
さ
れ
た
人
物
は
、
管
見
に
入
っ
た
限
り
で
も
別
表
の

と
お
り
十
八
人
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
大
鏡
』
は
登
場
人
物
の
官
位

に
つ
い
て
非
常
に
神
経
質
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
万
寿
二
年
と
い
う
時
代
設
定

に
沿
う
よ
う
厳
密
を
期
し
て
い
る
一
方
で
、
あ
る
人
物
や
家
門
の
運
命
を
際

立
た
せ
る
た
め
に
、
意
図
的
に
虚
偽
を
混
ぜ
る
と
い
う
手
法
を
見
せ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
「
七
人
」
と
い
う
数
も
意
図
的
な
誤
り
と
み
る
こ
と
が

で
き
る
。
別
表
に
掲
げ
た
十
八
人
の
う
ち
、
『
大
鏡
』
の
本
文
中
に
お
い
て

贈
太
政
大
臣
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
る
の
は
、
不
比
等
・
房
前
・
真
楯
。

③

冬
嗣
・
長
良
そ
し
て
総
継
と
仲
野
親
王
の
七
人
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
長
良
ま

で
の
五
人
は
、
先
述
し
た
冬
嗣
ｌ
道
長
と
い
う
藤
原
氏
北
家
正
系
を
さ
ら
に

さ
か
の
ぼ
っ
た
延
長
線
上
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。

鎌
足
ｌ
不
比
等
１
房
前
１
真
楯
ｌ
内
麻
呂
ｌ
冬
嗣
ｌ
長
良
１
基
経
Ｉ
忠
平

ｌ
師
輔
ｌ
兼
家
ｌ
道
長

一
方
残
る
二
名
、
総
継
及
び
仲
野
親
王
は
、
天
皇
の
外
祖
父
と
し
て
の
追

贈
で
あ
る
こ
と
が
帝
紀
に
お
い
て
明
記
さ
れ
る
。

贈
太
政
大
臣
七
人
と
い
う
認
定
か
ら
は
、
『
大
鏡
』
が
贈
太
政
大
臣
と
い

う
も
の
を
正
系
の
確
定
及
び
外
戚
と
い
う
観
点
か
ら
限
定
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
り
、
そ
れ
は
長
良
と
い
う
存
在
を
多
分
に
意
識
し
た
も
の
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
時
平
・
道
真
・
道
兼
が
伝
を
設
け
ら
れ
、
あ
る
い
は
そ

『
大
鏡
』
の
構
成

三
贈
太
政
大
臣
の
復
活
と
「
大
鏡
』
の
成
立

延
久
五
年
二
○
七
三
）
五
月
六
日
、
白
河
天
皇
は
亡
母
藤
原
茂
子
に
后

位
を
追
贈
す
る
と
と
も
に
、
茂
子
の
養
父
故
権
大
納
言
藤
原
能
信
に
太
政
大

⑩

臣
正
一
位
を
追
贈
し
た
。
天
皇
の
外
祖
父
に
対
す
る
太
政
大
臣
の
追
贈
は
、

醍
醐
天
皇
の
外
祖
父
藤
原
高
藤
以
来
実
に
百
七
十
三
年
ぶ
り
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
天
皇
の
生
母
に
対
し
て
后
位
が
追
贈
さ
れ
る
の
と
同
時
に
、
外

祖
父
母
に
も
追
贈
の
こ
と
が
行
わ
れ
た
の
は
こ
の
延
久
五
年
の
例
が
初
め
て

で
、
二
重
の
意
味
で
異
例
の
事
態
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
後
嘉

祥
二
年
（
一
一
○
七
）
に
、
鳥
羽
天
皇
の
外
祖
父
藤
原
実
季
に
対
し
て
太
政

⑪

大
臣
が
追
贈
さ
れ
た
際
に
は
、
先
例
と
し
て
追
縦
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
道
長

の
明
子
腹
の
次
男
で
、
後
三
条
天
皇
擁
立
の
立
役
者
と
し
て
知
ら
れ
る
能
信

は
、
相
州
金
沢
称
名
寺
第
二
代
長
老
明
忍
房
剣
阿
（
一
二
六
一
’
一
三
三
八
）

書
写
と
伝
え
ら
れ
る
『
日
本
紀
私
抄
』
に
『
大
鏡
』
の
作
者
と
し
て
名
が
見

え
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
従
来
か
ら
『
大
鏡
』
成
立
と
の
関
わ
り
が
取
り
沙
汰

さ
れ
て
い
る
人
物
で
あ
る
が
、
そ
の
能
信
が
太
政
大
臣
を
追
贈
さ
れ
て
い
る

と
い
う
事
実
は
、
『
大
鏡
』
の
太
政
大
臣
中
心
主
義
か
ら
も
注
目
さ
れ
る
。

「
大
鏡
』
の
成
立
に
つ
い
て
は
各
論
が
紛
糾
し
て
お
り
、
い
ま
だ
定
説
を

認
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
私
見
と
し
て
は
、
白
河
天
皇
即
位
後
と
す
る

⑫

加
藤
静
子
氏
の
指
摘
に
賛
同
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
根
拠
と
し
て
一
つ

に
は
、
『
大
鏡
』
の
太
政
大
臣
観
に
、
延
久
五
年
の
事
件
が
影
響
を
与
え
て

一
九
。

の
逸
話
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
太
政
大
臣
追
贈
に
は
ま
つ

⑨

た
く
言
及
さ
れ
て
い
な
い
点
も
そ
の
傍
証
と
な
る
だ
ろ
う
。



い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
寛
治
三
年
（
一
○
八
九
）
、

堀
河
天
皇
の
元
服
に
際
し
て
、
天
皇
の
外
祖
父
で
あ
る
摂
政
師
実
が
加
冠
役

を
奉
仕
す
る
た
め
に
太
政
大
臣
に
任
じ
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
後
一
条
天
皇
元

服
の
加
冠
役
と
し
て
道
長
が
補
任
さ
れ
た
以
来
の
嘉
例
で
あ
り
、
そ
の
任
太

政
大
臣
の
宣
命
に
は
、
天
皇
の
外
祖
父
で
あ
る
旨
が
明
記
さ
れ
て
い
た
と
い

⑬う
。
こ
の
後
、
家
格
と
し
て
の
摂
関
家
の
成
立
に
よ
っ
て
、
摂
関
の
地
位
は

外
戚
と
は
関
係
を
持
た
な
い
も
の
と
な
り
、
摂
関
家
以
外
で
外
戚
と
な
っ
た

も
の
は
太
政
大
臣
に
任
じ
ら
れ
る
と
い
う
傾
向
が
現
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ

れ
ら
一
連
の
事
実
か
ら
は
、
延
久
五
年
の
能
信
に
対
す
る
追
贈
を
境
と
し
て
、

太
政
大
臣
の
地
位
を
外
戚
の
座
に
密
着
す
る
も
の
と
考
え
る
古
来
の
太
政
大

臣
観
の
復
権
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
『
大
鏡
』
の
語
り
の
場
で
あ
る
万
寿

二
年
と
い
う
時
点
に
お
い
て
は
懐
古
的
な
も
の
に
映
る
太
政
大
臣
観
も
、
そ

の
よ
う
な
変
遷
を
念
頭
に
置
い
た
上
で
見
る
と
き
、
時
代
の
空
気
を
反
映
し
た
も

の
と
し
て
、
そ
の
成
立
時
期
を
確
定
す
る
た
め
の
一
つ
の
鍵
と
な
り
う
る
だ
ろ
う
。

（
注
）

①
以
下
、
『
大
鏡
』
本
文
の
引
用
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
本
（
東
松
本
）
に
よ
る

が
、
漢
字
・
送
り
仮
名
等
私
意
に
よ
っ
て
改
め
た
箇
所
も
あ
る
。

②
松
本
治
久
氏
「
大
鏡
の
構
成
三
）
大
臣
の
物
語
」
（
『
大
鏡
の
構
成
』
一
九
六
九

年
桜
楓
社
所
収
）

③
福
長
進
氏
「
系
譜
と
逸
話
ｌ
『
大
鏡
』
の
歴
史
叙
述
ｌ
」
（
『
文
学
』
五
五
号
一

九
八
七
年
十
月
）

④
太
政
大
臣
の
性
質
の
推
移
に
つ
い
て
は
、
橋
本
義
彦
氏
が
「
太
政
大
臣
沿
革
考
」

（
『
平
安
貴
族
』
一
九
八
六
年
八
月
平
凡
社
所
収
）
に
お
い
て
、
詳
細
な
論
考

を
行
わ
れ
て
い
る
。
氏
の
論
を
要
約
す
る
と
次
の
五
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

の
令
制
の
太
政
大
臣
は
、
師
範
訓
道
と
万
機
総
摂
と
い
う
二
つ
の
側
面
を
有
し
、

単
純
に
職
掌
の
な
い
名
誉
官
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

②
人
臣
太
政
大
臣
の
初
期
に
お
い
て
は
、
太
政
大
臣
は
摂
政
の
職
に
相
当
す
る
官

と
認
識
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
平
安
中
期
ま
で
遵
守
さ
れ
、
藤
原
兼
家
の
任

摂
政
の
時
点
ま
で
、
太
政
大
臣
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
全
て
摂
政
或
い
は
関
白
に

限
ら
れ
て
い
た
。

③
兼
家
の
任
摂
政
に
よ
っ
て
、
摂
関
の
職
と
太
政
大
臣
の
官
と
が
分
離
し
、
か
つ

摂
政
道
隆
の
時
代
に
、
摂
関
の
任
に
な
い
右
大
臣
為
光
が
太
政
大
臣
に
就
任
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
摂
関
の
地
位
の
優
越
・
太
政
大
臣
の
名
誉
職
化
に
拍
車
が

か
か
っ
た
。

側
太
政
大
臣
の
地
位
は
、
本
来
外
戚
の
地
位
と
深
い
関
係
を
有
し
て
い
た
が
、
家

格
と
し
て
の
摂
関
家
が
成
立
し
、
摂
関
と
外
戚
が
分
離
し
た
院
政
期
以
降
、
閑

院
流
藤
原
氏
や
村
上
源
氏
な
ど
が
外
戚
と
し
て
の
地
位
を
足
掛
か
り
と
し
て
太

政
大
臣
に
昇
る
よ
う
に
な
っ
た
。

⑤
天
皇
元
服
の
際
の
加
冠
役
は
、
摂
政
太
政
大
臣
が
奉
仕
す
る
こ
と
が
慣
例
で
あ

り
、
摂
政
と
太
政
大
臣
の
分
離
後
は
、
摂
政
が
加
冠
役
を
奉
仕
す
る
た
め
に
太

政
大
臣
に
補
任
さ
れ
る
と
い
う
現
象
が
生
じ
た
。

⑤
『
大
鏡
』
に
、
外
戚
と
太
政
大
臣
を
直
結
さ
せ
る
姿
勢
の
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

福
田
景
道
氏
に
指
摘
が
あ
る
（
「
『
大
鏡
』
構
想
の
二
重
性
を
め
ぐ
っ
て
」
『
文
芸

研
究
』
二
六
号
一
九
八
七
年
九
月
）
。

⑥
橋
本
氏
注
④
論
文
。

⑦
仲
野
親
王
が
太
政
大
臣
を
追
贈
さ
れ
た
正
確
な
年
月
日
は
不
明
で
あ
る
が
、
『
日

本
紀
略
』
仁
和
三
年
（
八
八
七
）
閏
十
一
月
十
五
日
条
に
一
品
追
贈
の
記
事
が
見

え
、
寛
平
元
年
（
八
八
九
）
十
一
月
十
九
日
条
に
「
贈
一
品
太
政
大
臣
仲
野
親
王
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
間
の
事
と
考
え
ら
れ
る
。

二

○



③
師
尹
伝
中
で
、
師
尹
男
・
済
時
に
太
政
大
臣
が
追
贈
さ
れ
た
と
い
う
記
事
が
見
え

る
が
、
『
公
卿
補
任
』
に
よ
れ
ば
、
寛
弘
九
年
二
○
一
二
）
済
時
に
贈
ら
れ
た

の
は
右
大
臣
で
あ
り
、
太
政
大
臣
追
贈
の
形
跡
は
見
ら
れ
な
い
。
『
大
鏡
』
の
済

時
贈
太
政
大
臣
の
記
事
は
、
『
栄
花
物
語
』
の
誤
り
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
も
、
済
時
へ
の
追
贈
は
そ
の
娘
・
妓
子
の
立

后
に
と
も
な
う
も
の
と
し
て
説
明
さ
れ
て
お
り
、
城
子
所
生
の
敦
明
親
王
（
小
一

条
院
）
は
践
詐
に
は
至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
東
宮
の
座
に
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
外
戚
と
し
て
の
贈
太
政
大
臣
の
範
鴫
を
出
る
も
の
で
は
な
い
。

⑨
藤
原
高
藤
に
つ
い
て
は
、
醍
醐
天
皇
の
外
祖
父
と
し
て
『
大
鏡
』
本
文
中
で
何
度

も
言
及
さ
れ
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
く
ま
で
も
「
内
大
臣
」
と
し
て
扱

わ
れ
て
お
り
、
贈
太
政
大
臣
で
あ
る
こ
と
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、

仲
野
親
王
が
皇
族
、
藤
原
総
継
が
藤
原
北
家
で
も
冬
嗣
以
前
に
分
か
れ
た
家
系
の

出
身
で
、
最
初
か
ら
立
伝
の
対
象
と
な
ら
な
い
の
に
対
し
、
冬
嗣
の
子
孫
で
あ
る

・
高
藤
の
場
合
、
贈
太
政
大
臣
で
あ
る
こ
と
に
触
れ
る
と
、
太
政
大
臣
中
心
主
義
の

建
前
か
ら
は
伝
を
立
て
ざ
る
を
得
な
く
な
る
た
め
に
、
意
図
的
に
言
及
し
な
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

⑩
六
日
己
酉
。
天
皇
先
批
藤
原
茂
子
贈
皇
后
位
。
置
国
忌
山
陵
。
又
権
大
納
言
藤
原

能
信
卿
贈
太
政
大
臣
正
一
位
。
井
外
祖
母
藤
原
祉
子
贈
正
一
位
。
（
『
扶
桑
略
記
』

延
久
五
年
五
月
）

⑪
こ
の
追
贈
の
意
義
に
つ
い
て
、
坂
本
賞
三
氏
は
「
後
三
条
天
皇
の
時
代
」
（
『
藤
原

頼
通
の
時
代
』
一
九
九
一
年
五
月
平
凡
社
所
収
）
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
論
じ

ら
れ
て
い
る
。

…
後
三
条
法
皇
が
崩
ず
る
前
日
の
五
月
六
日
、
白
河
天
皇
は
母
の
茂
子
に
皇

太
后
（
『
扶
桑
略
記
』
に
よ
れ
ば
皇
后
Ⅱ
筆
者
注
）
を
追
贈
し
、
同
時
に
外
祖

父
藤
原
能
信
に
太
政
大
臣
・
正
一
位
を
、
外
祖
母
藤
原
祉
子
に
正
一
位
を
追
贈

『
大
鏡
』
の
構
成

し
た
。天

皇
の
生
母
が
皇
后
に
な
っ
た
こ
と
が
な
い
場
合
に
、
天
皇
が
後
に
生
母
に

皇
太
后
を
追
贈
す
る
慣
行
は
そ
れ
ま
で
に
も
あ
っ
て
、
（
中
略
）
白
河
天
皇
が

母
茂
子
に
皇
太
后
を
追
贈
し
た
こ
と
自
体
は
従
来
の
慣
行
に
従
っ
た
に
す
ぎ
な

い
の
だ
が
、
問
題
は
そ
れ
と
同
時
に
外
祖
父
・
外
祖
母
に
も
追
贈
し
た
こ
と
な

の
で
あ
る
。
・

生
母
に
皇
太
后
を
追
贈
し
た
と
き
同
時
に
外
祖
父
母
に
追
贈
し
た
の
は
こ
の

延
久
五
年
の
白
河
天
皇
の
場
合
が
は
じ
め
て
だ
っ
た
の
で
、
こ
の
あ
と
嘉
祥
二

年
二
一
○
七
）
十
二
月
十
三
日
に
鳥
羽
天
皇
が
生
母
政
子
に
皇
太
后
を
追
贈

す
る
と
同
時
に
外
祖
父
藤
原
実
季
に
太
政
大
臣
・
正
一
位
を
追
贈
し
た
と
き
、

こ
れ
は
ひ
と
え
に
延
久
五
年
の
例
を
尋
ね
て
行
っ
た
も
の
だ
と
記
さ
れ
た

（
『
中
右
記
』
嘉
祥
一
一
年
十
二
月
十
三
日
条
）
。
二
七
六
ペ
ー
ジ
）

⑫
加
藤
静
子
氏
「
大
鏡
に
お
け
る
歴
史
語
り
（
三
）
ｌ
道
長
伝
・
藤
氏
物
語
・
本

系
帳
と
家
伝
ｌ
」
（
『
相
模
女
子
大
学
紀
要
』
一
九
九
○
年
三
月
）
。
加
藤
氏
は
、

公
季
伝
が
子
孫
の
繁
栄
を
示
唆
す
る
よ
う
な
「
開
か
れ
た
」
構
成
と
な
っ
て
い
る

こ
と
、
「
み
か
ど
・
き
さ
き
、
た
た
せ
た
ま
は
ず
」
と
わ
ざ
わ
ざ
こ
と
わ
っ
て
い

る
点
に
か
え
っ
て
後
の
閑
院
流
の
外
戚
家
と
し
て
の
繁
栄
（
白
河
天
皇
の
生
母
茂

子
の
実
父
は
公
季
の
孫
公
成
）
が
意
識
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
『
大
鏡
』
成
立
の

上
限
を
白
河
天
皇
の
即
位
時
点
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

⑬
橋
本
氏
注
④
論
文

（
た
か
は
し
・
て
る
み
加
悦
町
立
江
山
文
庫
学
芸
員
）

二


